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経済産業省では、平成27年度にSIBに関する実証事業や検討会を実施し、日本におけるSIB導
入の目的や意義、SIB導入に向けた具体的なプロセスや課題と対策、また、参考となる国内外
での様々な取組みを取りまとめたレポートを公開しています。

行政の成果連動型支払契約と民間資金の活用を組み合わせた官民連携手法の一つで、民間の資
金やノウハウを活用して革新的な社会課題解決型の事業を実施し、行政はその事業成果（社会
的コストの効率化部分）等を原資に成果報酬を支払います。2010年に英国で世界初のSIB案件
が始まって以降、欧米を中心に10か国60件以上の導入が進んでおり、日本でも導入に向けた
取組みが始まっています。

ソーシャル・インパクト・ボンド（Social Impact Bond：SIB）とは


